
 

 

 いよいよ今年度も残りわずかとなりました。 

この一年を振り返り、一人ひとり自分のペースで大きく、たくましく成長した姿に、うれしさを感じているこの頃です。 

2018 年の開園時に入園してきた０歳児があっという間に卒園。時が立つのは本当に早いものですね。在園児も一つ大

きくなり、おにいさんおねえさんになった嬉しさや、新しいクラスへの不安などいろんな思いを感じるこの季節。家庭と園でその

姿を共有しながら成長を見守りたいです。 

新年度に向けて、お願いがございます。毎日、顔や手を拭いているタオルを新品交換してください。進級して一つ年齢

も上がり、気分も新たにスタートする子ども達へ、持ち物でも、新しい物を使う事で五感に刺激も与えたいと考えております

ので、ご協力よろしくお願い致します。来年度に向けてみんなで少しずつ準備をしながら、残りの日々を思いきり楽しみた

いと思います。 

園長  奥間 華子 

食物アレルギー理解の為に大切な事 
アレルギーがある場合、食べられるかどうかの自己断は

禁物です。必ず医師などに食べてもいい食材かどうかを

確認しましょう。（お菓子も含みます。） 

① アレルギー症状が出た場合はすぐに専門の医療機

関受診しましょう。 

② 特定の食材が食べられなくても、他の食品で代替も

出来ます。 

③ 『食べられないこと＝かわいそう』ではなく、美味しく

食べられる工夫で一緒に食事を楽しみましょう。 

食物アレルギーへの正しい理解で 
子どもたち達の成長を支えていきましょう🍴 

１日（金）体操教室（０･１･２歳児クラス） 
ひなまつり会（pm） 

２日（土）将棋教室 
６日（水）お弁当会                       
８日（金）体操教室 

１３日（水）お誕生会               
１５日（金）体操教室 
１６日（土）卒園式 
※０歳児クラス～３歳児クラスの 

家庭保育のご協力を 
よろしくお願い致します。 

１８日(月) 修了式 
２０日（水）春分の日（休園日） 
２２日（金）体操教室 
２５日（月）進級式 
３０日（土）園内清掃（aｍ）・入園式準備＆
職員会議（ｐｍ）の為、午後は家庭保育をお
願い致します。 

 
※避難訓練は予告なしの訓練となります。 

作成者 伊波美奈子 

食物アレルギーは、少量の摂取でも危篤な症状（呼

吸障害や意識消失など）が引き起こされる場合もあり

ます。少量であっても、食べていい物なのか必ず確認

しましょう。 

 初めて食べる食品の場合は、保護者の観察の基、体

調の良い時に少量から試すことが大切です。アレルギ

ー症状が疑われる場合は、必ず専門機関を受診し治

療を進めましょう。治療を進めていく中で、摂取可能

かどうかや、食べられる量が決まります。 

指示された量を守りながら治療に努めましょう。 

 


